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金…木…“だ麓麓…よ…り

Ｈ
〃
５
Ⅱ
の
雌
中
豪
叩
は
げ
餓
川
か
ら
の
流
人
水
と
ぶ
つ
か

森
以
内
各
地
に
多
人
の
被
押
を
っ
た
た
め
、
排
水
機
甥
わ
き
の

も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
金
木
町
ｔ
Ｆ
が
．
一
・
○
肘
余
り
決
壊
し
ま

で
も
沸
瀬
地
脾
で
山
徳
川
に
の
し
た
。
そ
の
ｋ
、
あ
ふ
れ
川
た

ぽ
る
被
秤
が
で
ま
し
た
。
水
は
排
水
機
珊
の
地
雛
や
腱
迦

Ｍ
地
Ⅸ
駒
研
に
は
、
駒
研
排
を
二
○
肘
ほ
ど
え
ぐ
り
取
っ
て

水
機
場
が
あ
り
、
Ⅲ
ｌ
川
へ
排
水
川
へ
流
れ
込
み
、
排
水
機
川

水
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
の
収
油
タ
ン
ク
が
地
樅
く
ず
れ

川
の
豪
胴
で
洲
水
川
が
珊
水
し
に
よ
っ
て
倒
れ
、
収
汕
約
几
ｒ

川
卜
川
に
逆
流
現
架
が
生
じ
、
脇
が
流
れ
川
ま
し
た
。

こ
れ
が
川
排
水
機
甥
そ
ば
で
飯
駒
研
、
雲
從
野
、
鈴
布
地
Ⅸ

露
麓
露
鍵
鯉
鑪
鯉
鍵
霞
鱈
鍵
鱈
舗
穐
鯉
繍
鰹
鱸
鰹
鰕

繍穐鶴
繍穐縫

蕊
露鰹露

鰕
麓
鍔
鍵
鵠
鍔
鐺
鍵
盤
霞
麓
麓
縄
麓
鐺
麓
鯉
鯉
鯉
鱈

W& g幽必
＝些f一雨塵

被
害
額
は
四
億
円

稲
は
枯
死
、
四
割
減

》
》
録

~

死
が
Ⅱ
立
ち
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
は
、
全
滅
佃

所
が
川
現
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
爪
汕

の
被
秤
を
ま
ぬ

が
れ
て
没
水
し

た
水
川
で
も
、

水
が
州
い
た
後

は
脈
脈
と
化
し

て
お
り
、
例
年

一
○
可
Ⅶ
り
一

ljq二

削依
’）’）

減、Iえ
が均
兄収
込l,t
まの

オLう

るち

た、

め約

こ
の
ほ
ど
、
金
木
町
子
供
公

育
成
連
合
会
が
没
な
さ
れ
、
諦

題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
会
災
は

占
川
明
災
さ
ん
（
洋
良
巾
・
柏

木
町
）
で
、
子
供
会
の
活
肋
に

父
兄
が
参
加
し
、
校
外
祇
励
を

上
り
良
い
も
の
に
す
る
と
と
も

に
、
子
供
ら
の
保
池
育
成
を
Ⅱ

的
に
股
立
し
ま
し
た
が
、
現
在

金
木
地
に
と
涛
良
巾
地
Ⅸ
よ
り

加
入
し
て
お
ら
ず
、
沸
瀕
・
川

倉
・
藤
枝
・
蒔
川
・
神
服
地
区

金
木
町
子
供
会

育
成
連
合
会

設
立
さ
れ
る

ｰ~＝－－－ーー

鋪鰯P‘ﾄLI

近
代
に
な
い
被
祥
額
に
な
る
も

の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
加
入
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

役
幽
の
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
会
長
〉
古
川
明
美
（
涛
良
巾

柏
水
川
）
〈
副
会
長
〉
、
川

昭
夫
（
金
木
若
松
町
）
・
斎
藤

正
弘
（
金
木
三
軒
町
）
〈
監

事
〉
小
野
裕
蔵
（
謀
良
巾
珊
兄

町
）
・
秋
元
金
則
（
金
木
棚
Ⅱ

町
）
（
理
事
〉
人
坂
蕗
雄
（

金
木
英
附
町
）
・
山
本
膳
（
金

木
務
松
町
）
・
川
中
塊
沽
（
金

や
《水がひいた後の悲惨な水田》

木
朝
Ⅱ
町
）
・
米
谷
哲
（
再
良

巾
林
町
）
・
古
川
良
治
（
喜
良

巾
派
立
）
・
田
中
悦
子
（
喜
良

巾
派
立
）
〈
事
務
局
長
今

卜
、
ン
（
謀
良
巾
林
町
）
〈
会

計
〉
中
村
利
宗
（
再
良
巾
柏
木

町
）自

衛
隊

募
集
相
談
員決

ま
る

脚
衛
隊
此
の
弊
難
机
淡
貝
と

し
て
次
の
方
々
が
町
及
よ
り
委

脳
さ
れ
ま
し
た
。
自
衛
隊
貝
応

弊
の
相
淡
、
そ
の
他
、
衛
隊
に

関
す
る
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
州

淡
下
さ
い
。

（
金
木
〉
津
脇
俊
雄
（
米
町
）

佃
村
ミ
チ
へ
（
小
川
町
）
三

ｔ
光
弘
（
本
町
）

〈
川
倉
〉
三
渇
成
太
郎
（
湯
の

川
）〈

蒔
田
）
川
Ⅱ
滴
術
（
止
蒔
川
）

（
嘉
瀬
〉
山
中
徳
一
（
小
町
）

木
ド
俊
蔵
（
ド
派
立
）
鳴
海

浄
（
本
町
）

（
喜
良
市
〉
新
岡
滴
止
（
更
唯

部
落
）
今
磯
幸
（
北
本
町
）
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金… 木 … だ 翼翼…よ…り……

九
川
二
十
四
川
に
州
食
し
、
会

期
を
・
一
十
山
Ⅱ
か
ら
二
卜
Ⅱ
ま

で
の
し
Ｈ
川
と
決
め
、
昭
和
几

十
二
年
腿
一
般
会
紺
袖
旺
予
節

昭
椰
几
十
二
年
哩
水
通
辨
難
金

川
袖
旺
↑
ｒ
郡
な
ど
十
八
案
件
が

上
秘
さ
れ
、
人
陥
町
腿
の
提
案

剛
山
挽
川
の
あ
と
散
会
し
ま
し

た
。
二
十
ｋ
、
二
十
六
Ｈ
の
休

会
を
終
え
、
籾
二
十
七
Ⅱ
は
一

般
価
間
に
入
り
、
卉
川
米
逸
・

沢
川
山
叫
・
片
崎
服
光
・
伊
喋

摘
慈
・
成
川
洋
厳
の
几
栽
ｕ
が

衝
間
い
た
し
主
し
た
。

価
間
は
、
町
遊
帥
装
・
斑
瀬

ス
キ
ー
蝿
ジ
ャ
ン
プ
合
川
地
の

件
．
、
然
休
捉
村
州
業
・
町
災

の
政
治
礎
勢
・
比
Ｍ
利
川
惟
範

牧
塒
の
迩
憐
状
況
と
こ
れ
か
ら

Ｊ
１
溌
鯉
溌
脅
繍

金
木
町
雛
会
凡
川
定
例
全
は

第
補
正
総
額
で

十
六
億
六
千
三
百
万
円

歴
史
民
俗
資
料
館
を
建
設

81

荘
一lx

の
兄
汕
し
、
８
．
５
災
Ｗ
で
の

祢
唯
米
の
処
叫
と
尺
災
溢
余
の

取
扱
い
此
び
聯
水
川
の
改
修
、

趾
来
ボ
ー
リ
ン
グ
と
特
提
老
人

ホ
ー
ム
の
叶
川
、
町
憐
化
七
の

人
礼
・
金
木
町
総
合
汁
剛
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
価
川
、
蒋
弁

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
主
し
た
。

二
卜
八
Ｈ
は
、
昭
椥
几
十
二

年
度
一
般
会
汁
補
旺
ｆ
卵
を
熟

汚
し
、
二
卜
九
Ⅱ
休
会
し
て
、

三
Ｉ
Ⅱ
、
昭
和
ハ
ト
一
年
度
金

木
町
歳
入
歳
川
決
猟
特
別
霧
ｕ

会
を
没
慨
し
、
姿
此
災
に
木
村

金
利
雛
此
、
刑
姿
ｕ
腿
に
沢
川

山
出
離
典
が
避
妊
さ
れ
、
委
凶

会
終
ｒ
後
、
叩
行
案
榊
砿
に
入

り
ま
し
た
。
八
十
一
年
座
歳
人

歳
川
決
猟
で
は
一
般
金
川
歳
入

総
額
Ｉ
几
憶
八
千
，
六
″
八
千

Ｉ
Ｉ

:軍

』声
－1

》
恐
一

ｰ

I

四
，
二
十
兵
Ⅲ
、
歳
川
総
緬
十

川
億
八
両
六
十
二
″
二
千
六
，

八
十
一
円
で
一
憶
七
千
二
両
Ⅲ

卜
叫
″
川
干
し
、
川
ト
ー
円
の

鵬
や
、
繰
越
金
川
千
二
両
十
一

〃
二
千
川
を
旅
し
引
い
て
も
一

億
三
千
三
十
三
〃
下
し
、
叫
卜

二
円
の
肌
や
に
な
り
ま
し
た
。

几
十
二
年
腿
一
般
会
紬
補
肥

ｒ
猟
で
は
、
特
錐
老
人
ホ
ー
ム

の
た
め
の
趾
股
伽
さ
く
匝
柵
曲

一
Ｆ
″
円
、
朧
史
雌
僻
猫
糾
餓

碓
没
に
桝
曲
二
Ｆ
八
面
″
り
、

迦
路
新
没
改
良
岱
几
、
″
川
、

侃
育
所
枇
二
，
十
・
・
・
″
凡
千
円

な
ど
、
歳
入
歳
川
そ
れ
ぞ
れ
凡

下
八
Ｗ
八
十
皇
″
九
千
円
が
辿

川
さ
れ
、
歳
入
歳
川
↑
卜
卵
総
緬

は
歳
入
歳
川
そ
れ
ぞ
れ
十
六
他

六
千
一
・
・
，
七
ト
ー
″
川
下
川
と

■
・
己
争
４
寺
も
『
ゆ
①

捌
塞

醒

な
り
ま
し
た
。

ｋ
縄
さ
れ
た
十
八
案
件
の
う

ち
卜
し
案
件
が
脱
案
可
決
と
な

り
、
し
Ⅲ
川
の
会
期
を
終
え
午

後
川
時
十
Ｌ
分
附
会
し
ま
し
た

捉
川
さ
れ
た
砿
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
此
十
二
年
座
一
般
会
洲

慌
Ⅲ
・
・
《
厚
Ｐ
牛
Ｊ
ｒ
、
ノ
ｆ
ｒ
、
吋
川
貝
卜
ｒ
か
茎
川
刊
．
い
」

心
付
Ｊ
Ⅲ
１
Ｊ
γ
７
０
．
〃
１
１
Ⅲ
ノ
‐
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
上

健
康
保
険
特
別
金
川
補
正
ｆ
猟

の
仲
、
Ｍ
年
哩
水
迦
燗
紫
金
川

補
脈
ｒ
猟
の
件
、
几
十
一
年
鹿

一
般
会
釧
歳
人
歳
川
決
卵
鰡
定

の
件
、
Ⅲ
年
唯
砿
剛
伽
雛
特
別

食
冊
歳
人
歳
川
決
弾
出
走
の
仲

川
年
座
川
氏
仙
唯
保
険
孵
別
食

帥
（
悔
堆
勘
定
）
歳
入
歳
川
決

嘩
偲
定
の
仲
、
川
年
哩
Ｍ
公
汁

（
血
診
勘
定
）
歳
入
歳
川
決
節

忍
定
の
仲
、
川
年
腹
水
遊
幌
雛

会
汁
決
卯
鰡
疋
の
件
、
几
十
二

年
哩
止
地
附
発
公
社
幌
業
糾
剛

件
捉
川
の
件
、
柵
酬
雌
び
憐
川

弁
依
に
側
す
る
条
例
山
一
部
改

碓
、
特
別
災
秤
に
ｋ
る
被
杵
背

に
対
す
る
町
税
減
免
の
特
別
柵

胱
に
間
す
る
条
例
の
一
部
改
服

川
雌
健
唯
保
険
条
例
の
一
祁
改

服
、
Ｍ
保
険
脱
条
例
の
一
部
改

肚
、
が
様
雌
交
汕
災
仰
共
済
細

介
規
約
の
一
部
礎
史
、
仙
杵
賠

悩
の
件
、
人
椛
擁
泌
姿
血
の
件

二
件
、
奇
附
採
納
噸
の
件

こ
い
ほ
ど
金
木
町
に
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
、
そ
の

出
紙
状
仏
述
式
が
Ｌ
川
卜
Ⅱ
行

わ
れ
、
こ
れ
を
肥
念
し
て
金
木

町
に
十
刀
川
が
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

灯
″
な
実
業
家
を
食
幽
と
す
る

奉
仕
川
体
で
、
全
腿
に
一
戸
析

三
氏
、
Ｃ
Ｎ
姿
此
歴
稲
川
元
締

Ｅ
、
咋
僻
乳
Ⅱ
菱
ｊ
、
誤
‐
叱
眠

Ｆ
１
少
○
誤
民
Ｔ
ｉ
ｎ
Ⅲ
〃
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｊ
４
Ｊ
Ⅱ
Ｐ
ｌ
Ｆ
Ｉ
ル
ー
《
”
“
皿
Ｌ
〃
ｐ
Ｊ
４
Ｈ
Ｉ

し
ま
し
た
・

寄
付
さ
れ
た
十
″
川
は
、
教

育
関
係
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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が淳初l'1上北好ので
、をめがり新‘;､ド人、

売
上
げ
か
ら

八
万
円
を
寄
付

金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

よ
り
十
万
円
の
寄
付

xXxxx
XXXxX

灘
x
X
X

灘
×
渓
渕
渕xxxx

爵灘驚
XxxXx

識
翼
X
×

灘
x
X
X

jf強ﾒｻ、が包画、

灘覺
xxxx

繍
灘
灘X翼翼
灘XxX

小
川
町
ｆ
供
会
か
ら
一
″
円

が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
Ｍ
子
供

会
で
は
、
町
内
の
八
幡
桝
の
大

祭
時
に
境
内
に
お
い
て
食
泄
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
光
叱
げ
の

一
部
を
寄
付
し
た
も
の
で
す
。

一
″
円
は
、
教
育
関
係
に
使

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

家
庭
川
仙
呼
を
含
め
て
安
光
り

し
た
と
こ
ろ
、
人
変
な
人
気
だ

勺
た
の
で
、
金
木
町
中
央
公
民

館
前
で
の
版
だ
と
な
り
、
そ
の

光
卜
げ
の
中
か
ら
今
川
ま
で
に

八
″
川
が
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す

寄
付
金
は
、
社
会
柵
祉
・
教

育
側
係
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

小
川
町
子
供
会
よ
り

一
万
円
寄
付

た
ば
こ
は

町
内
か
ら

買
い
ま
し
よ
う

xxxXi
xxxxi
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金…木……だ翼翼麓…よ謡…り便鞭三瓶砺冒誼稲三雛亜冒唖訟Z

九
川
十
山
Ⅱ
、
金
木
町
中
央

公
雌
館
で
、
鋪
九
Ｍ
金
木
町
老

人
柵
祉
人
会
が
嘘
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
十
時
に
開
会
し
、
修

礼
の
あ
と
附
会
の
こ
と
ば
を
金

木
町
老
人
ク
ラ
ブ
述
介
金
剛
会

災
の
中
芥
化
太
郎
氏
が
述
べ
ら

れ
、
脚
峨
卉
咄
・
黙
赫
に
つ
づ

い
て
、
主
樅
背
あ
い
さ
つ
を
金

第
九
回

金
木
町
老
人
福
祉
大
会

開
催
さ
れ
る

最
高
長
寿
者
は
桑
田
サ
ワ
さ
ん

１
１

<金木町最高の長寿者
桑田サワさん〉

<男子最高の
．古川亦太郎さん〉

水
町
老
人
ク
ラ
ブ
迎
合
会
腿
の

火
描
忠
雄
氏
、
激
励
の
こ
と
ば

を
金
木
町
災
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ

淑
彩
に
棒
り
ま
し
た
。

淑
彰
に
は
、
雌
刑
腿
が
汁
と

し
て
男
子
は
古
川
亦
太
郎
さ
ん

（
九
十
二
才
、
灘
良
巾
ド
町
）

女
子
は
乗
川
サ
ワ
さ
ん
（
九
卜

八
才
、
蒋
良
巾
南
本
川
）
の
二

砧
が
、
満
八
十
才
に
途
し
た
災

；ん
〃
背
夫
姉
に
は
新
川
千
代
一
・

垂
つ
る
さ
ん
夫
姉
（
金
木
浦
町
）

酌
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
僻
を
迎
え
た
腿

桑
が
者
火
姉
の
今
七
兀
郎
・
い
ゑ

~

八
〈
顕
彰
者
〉

○
雌
間
股
圷
背
（
叫
女
什
一
燗
）

の
乗
川
サ
ワ
（
ん
Ｉ
八
才
・
海

ば
良
巾
南
本
川
）
古
川
亦
太
郎

べ
（
九
十
二
ｒ
・
海
良
巾
卜
町
）

○
滴
九
十
ｒ
に
途
し
た
雌
〃
背

と

（
・
・
一
砧
）

ん

木
村
す
み
（
金
木
新
術
町
）

沢
川
や
ゑ
（
金
木
小
川
町
）

津
川
旋
作
（
斑
瀬
ｋ
占
町
）

二
○
枇
八
十
八
才
に
途
し
た
股
″

．
、
く

１
行
（
十
肌
瑞
）

成
川
じ
ゅ
ん
（
斑
瀬
上
中
杣

）
水
）
神
肋
つ
る
（
琉
瀬
畑
中
）

睦
佐
野
洪
（
班
瀬
ド
占
町
）
沢
川

男
み
さ
（
沸
瀬
卜
鍛
治
町
）
古
川

と
み
（
蕗
良
巾
ｔ
柏
木
町
）
今

ｊ婦
ヤ
ョ
（
蒋
良
巾
南
本
町
）
竹
内

味
サ
ダ
（
金
木
中
川
遊
町
）
燃
滝

自
崖
置
浮
と
肋
（
僻
川
）
脈
川
竹
一
・
・
郎
心

け
今
（
鵬
枝
）
中
村
健
輔
（
金
木
棚

受を
Ⅱ
町
）
、
川
ち
に
（
川
介
林
卜
）

認
朶
川
収
性
Ⅱ
（
昨
諦
良
巾
止
派
立
）

記
俄
山
き
さ
（
洋
良
巾
林
町
）
松

く

、
尼
松
太
郎
（
金
木
新
揃
町
）
人

さ
ん
犬
蠅
（
詳
良
市
川
端
町
）

を
は
じ
め
、
二
十
糸
二
大
姉
が

受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
も
っ

と
腿
生
き
を
し
て
、
郷
上
社
会

の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

隅
つ
れ
（
金
木
新
揃
町
）

○
満
八
十
才
に
達
し
た
腿
が
者

火
叶
（
一
組
）

新
川
千
代
一
・
つ
る
夫
姉
（

あ
す
な
る
川
体
の
入
会
眺
・

雌
火
リ
レ
ー
隊
は
、
凡
川
↓
一
十

八
Ⅱ
洲
町
を
皿
過
し
、
町
雌
が

米
川
嶺
ハ
ィ
パ
ス
交
嫉
点
か
ら
役

場
伽
、
そ
し
て
巾
新
川
・
小
川

町
、
ゞ
恥
ｆ
・
ハ
ス
交
賑
点
椎
で
伽

リ
レ
ー
隊
皿
路
の
柵
過
に
帷
ん

〈
町
内
会
の
み
な
さ
ん
〉

あ
す
な
る国

体
に
一
役

道
路
清
掃
で
リ
レ
ー
隊
歓
迎

●

で
、
杣
ｒ
や
城
で
歓
迎
し
大
成

功
に
終
り
ま
し
た
が
、
こ
り
Ⅷ

Ⅱ
一
’
八
Ⅱ
川
、
・
一
一
粁
町
々
勾

会
で
は
、
道
路
の
淌
帰
奉
仕
を

し
て
リ
レ
ｌ
隊
の
歓
迎
を
し
ま

し
た
。・

も
叩
Ⅱ
土
、
リ
レ
ー
隊
中
継

↑
’
１
１
１

〈
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
隊
〉

火
八
十
三
才
、
挫
八
卜
才
・
金

木
湘
町
）

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婿
を
迎
え
た

腿
が
背
大
姉
二
組
）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ｨ≦‐』‘・術:野，て.‘),Ⅲ,;町榊t今誉謹
-|-l)ilにクﾞがIIイカした新川災会

戦 ;
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

今
し
五
郎
・
い
ゑ
夫
姉
（
夫

八
十
二
才
、
姿
七
十
九
才
・
喜

良
市
川
端
町
）

地
点
に
な
っ
て
お
り
、
ダ
ン
・
フ

カ
ー
な
ど
の
交
通
雌
が
激
し
い

た
め
、
逆
路
に
ゴ
ミ
が
た
ま
り

や
す
い
の
で
、
リ
レ
ー
隊
の
人

に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
な
い
よ

う
に
と
、
道
路
淌
肺
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

こ
の
川
は
二
十
端
ほ
ど
の
町

内
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
滴
拙

奉
川
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た

－
”曹曹_シンーンンーシr_ｰ 型

（4）

、
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聯
九
川
韮
山
Ⅱ
、
束
攻
・
幟
前

脚
技
鯨
で
鋪
七
Ｍ
余
脚
中
学
生

杣
撲
選
手
樅
大
会
が
行
わ
れ
、

::灘

全
国
中
学

よ
く
や

団
体
準
優
勝
、
個
人
鎌
田
が
三
位

生金
木
南
中
学
校
が
川
体
で
準
催

勝
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
金
川

で
皿
十
山
校
が
出
賜
し
、
一
チ

蕊
懲
野
無
蟻
慰
〉
蝉
懲
号
簿
嚥
噌
蕊
蕊

、
蟻
、
魚
、一つ

た
金
木
南

…
・
篭
噂

＝

議議〈スモウ部の強者、右から2番目が個人3位の鎌田君〉

金
木
町
消
防
団
長
に

平
川
久
次
郎
氏
就
任

ｌ
ム
三
人
に
よ
る
予
進
三
川
を

行
い
、
上
位
三
十
二
チ
ー
ム
が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
こ
に
ｊ
腿

Ｂ
Ｉ
ｂ
■
・
０
，
０
〃
１
１
，

金
木
町
消
防
川
々
腿
の
太
川

治
氏
が
病
気
に
よ
り
死
去
し
た

た
め
、
七
Ⅱ
二
十
五
Ⅱ
、
平
川

久
次
郎
氏
が
川
髭
に
就
任
し
ま

し
た
。
平
川
氏
は
こ
れ
ま
で
金

木
町
消
防
川
副
川
及
に
枕
征
し

b l

D

勝
を
や
う
も
の
で
、
金
木
南
チ

ー
ム
は
三
勝
八
点
の
尚
側
点
を

施
冊
、
峨
々
決
勝
に
進
み
ま
し

た
。
決
勝
の
州
手
は
へ
金
木
南

が
・
十
進
で
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
し

て
い
る
も
の
の
、
決
勝
に
な
り

硬
く
な
っ
た
か
、
併
し
く
も
一

勝
二
敗
で
優
勝
を
逃
し
ま
し
た

し
か
し
、
金
木
南
の
碓
催
勝

で
、
肘
森
叫
は
二
年
述
統
の
卜

位
人
岱
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
仙
人
帷
で
は
嫌
川
係

秀
柑
が
王
位
に
人
徹
し
ま
し
た

て
お
り
、
ま
た
、
金
木
町
消
防

組
消
防
手
拝
命
以
来
三
’
七
年

余
の
功
絨
に
よ
り
、
今
年
一
・
ゞ
川

に
昭
和
凡
十
一
年
庇
消
防
庁
腿

悔
炎
彰
の
永
年
勤
続
功
労
職
を

受
策
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
川
氏
の
任
期
は
、

前
川
隆
の
残
脈
期
間
の
几
十
凶

年
一
〃
十
Ⅱ
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま

た
、
こ
れ
に
上
り
窄
旅
と

な
っ
た
刷
川
災
に
は
腺
川
源
太

郎
氏
が
枕
脈
し
主
し
た
。

今

交
通
安
全
に

ご
協
力
を
ノ
．

町
で
は
、
交
通
安
全
対
飛
の

一
端
と
し
て
町
内
一
円
に
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
を
股
価
し
て
い
ま
す

ま
た
、
仙
々
に
も
光
っ
て
お
り

好
排
を
州
て
い
ま
す
が
、
雌
近

こ
の
力
ｌ
ブ
ミ
ラ
ー
の
朧
雌
・

破
拙
弊
が
期
え
て
き
ま
し
た
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
危
険
な
場
所

に
役
慨
し
て
、
町
雌
の
安
全
を

保
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
心
な

い
人
の
た
め
に
聯
故
が
お
き
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

｜
品
た
び
収
北
雌
〃
で
は
、

お
容
恢
の
琳
加
や
い
ろ
い
ろ
な

状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
、
上

り
一
脈
能
務
を
効
采
的
に
行
う

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
検
針
Ⅱ
．

唯
金
Ⅱ
を
細
み
伴
え
る
一
一
と
に

な
り
ま
し
た
。

○
皿
川
分
は
全
伽
的
に
変
史
。

○
Ⅱ
咄
Ⅱ
．
祭
川
は
休
み
・

○
哩
川
分
以
降
は
緋
ｒ
の
変
災

ノ
Ⅱ
り

皿
月
か
ら

検
針
日
、
集
金
日

が
変
り
ま
す

東
北
電
力
五
所
川
原
（
営
）

一一

2発

か付
jlの

ほ部
ど介
遊に
れに

てり

↓、

喪

弓|‐
～一／

（
６
Ⅱ
Ｍ
川
分
）

蜥
勘
下
忠
子
（
一
治
）
滞
瀬

山
中
麻
山
美
（
淌
芙
）
辮
瀬

鴫
抑
恢
二
（
繁
夫
）
廃
瀬

今
勝
弘
（
文
雄
）
瀞
良
市

桝
村
捷
巾
紀
（
貞
叫
）
金
水

↑
亀
止
半
三
景
・
男
）
潟
良
巾

中
芥
赴
人
（
岾
祥
）
川
術

徳
川
菌
（
収
）
時
川

杉
山
催
ｆ
（
義
光
）
余
水

松
川
采
．
（
作
雄
）
恥
瀬

内
海
降
彬
（
雅
彦
）
班
瀬

脈
川
知
忠
子
（
淌
孝
）
中
柿
木

古
川
が
志
（
裕
敏
）
時
川

鳴
海
勝
教
（
ｆ
Ｊ
奔
良
巾

一
受
三
宝
臺
臣
匡
匡
匡
三
屋
三
二
雲
三
三

－ご誕生－
おめでとう

一

（5）
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考陛
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崎
鳴
海
功
刷
（
春
美
）
班
瀬

が
山
典
紀
子
（
滴
海
）
金
木

中
芥
有
希
（
博
明
）
川
念

尼
野
弘
和
（
昭
男
）
金
木

桑
III

鈴
木
友
子
（
正
道
）
金
木

平
川
吏
々
（
光
怖
）
蕊
瀬

布
川
谷
（
外
）
金
木

山
内
麻
木
美
（
繁
敏
）
金
水

Ⅲ
旧
典
規
子
（
聖
治
）
金
木

津
脇
悦
郎
（
健
二
金
木

I|1
件

伊
藤
美
忠
子
（
貞
武
）
端
瀬

菊
地
峰
雄
（
忠
春
）
金
水

川
中
裕
焚
（
年
男
）
金
水

謡
ヰニ

111

・
Ｑ
Ｉ
ｑ
ｌ
１
０

Ｆ
甘
Ｊ
Ｈ
９
１

ｊｌ
ｌ

熱
川
弘
新
（
弘
幸
）

脱
川
祐
子
（
満
）
中
柏
木

人口と世帯数

純
（
弘
光
）
謀
瀬

希
（
蝦
）
淵
良
巾

勝
（
亨
）
金
木

杣
（
貞
男
）

鈴
（
画
）

（
７
川
肺
川
・
分
）

謀【I!!|!
良柏柏
ili水木

～

津
ﾊﾙ

健
湖

成
川
淀
由
紀

秋
元
科
ｆ

川佐櫛果
ll藤リ｜芥

仰
力
洋
子
（
進
）
淘
良
巾

{jf
l朧

乗
川

鴫
海
波
（
勝
利
）

脈
川
洋
一
（
塊
）

椚

jl：
工
藤
戦
江
（
博
）
金
木

工
朧
恋
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川

'lli
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へ

へ

沢!l1
IIII:．l･

鵬
／

】･潔

〆一、一一～〆へ

j!ﾐ新能ﾆ_21L磯
IIIIMIIMI橘膿部

テ1l,1:

維秀'1竿汁『ﾙｰl－r
r←八r･災へへ
"_､へへ〆-、多抑
i,Ij弥§!:ｲ!;1|j2
[Iミ八('ifl:郎郎
一 一一一一一

川『|!1|'l排茄ノlZ
IIL'll.lｿ『

T町1111.111"'li

、
小
松
久
（
火
成
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斑
漱

一
次
川
科
ｒ
（
だ
山
郎
）
処
川
川
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おめでとう 一
伊

友
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杵
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大
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英
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川
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畔
岫
政
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屡
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紳
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一
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所
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、
祇
腿
行
雄
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峨
峨
）
斑
湘

一
任
岡
雌
ｆ
（
菊
論
）
秋
川
眼

へ
川
小
光
昭
（
嫌
ご
鯵
ヶ
沢

一
沢
川
典
佐
腓
（
疵
二
金
木

へ
後
藤
秀
樹
（
埜
呵
）
礎
知
叩

一
繊
山
き
く
（
金
之
助
）
牌
良
巾

凧
州
朏
諏
一
峠
迦
咋
都
栂
柳

応
峠
御
心
髄
一
《
畷
一
岼
挫
抑

（
糾
榊
内
嘩
幟
一
緯
準
一
岬
辿
伽

（
辨
哩
群
嚥
嵯
ノ
（
Ｐ
準
一
岬
畔
岬

（
州
州
“
嚥
一
峰
癖
峠
一
咋
騏
雛

（
雌
州
錨
怖
一
蝿
溌
一
御
所
州

（
仙
州
“
啼
一
仲
ル
ー
峰
海
呼

愈
〃
継
子
（
群
峰
約

（
岬
岬
ｒ
岬
“
一
州
癌
一
雑
州
価

（
州
榊
け
唯
叫
一
次
岬
峠
認
川
榊

（
岬
恥
侭
伽
一
州
岬
一
伸
余
雌

（
７
Ⅱ
岫
川
分
）

蠕
嘘
一
蕊
一
勲

（
椛
鉢
淀
、
坐
建
“
趣
一
罐
岬
岬
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（
大
川
川
川
・
分
）

雄
間
し
な
（
師
）
金
水

火
橘
唯
血
（
錫
）
舞
良
巾

花
川

沢
川
腋
幟
（
哩
斑
湖

山
中
心
な
（
肥
）
琉
湖

、
川
な
に
（
鋤
）
金
水

抑
〃
リ
ー
（
錦
）
雅
棚

、
川
兵
太
郎
（
師
）
時
川

山
川
ゾ
サ
（
繩
）
余
水

一おくやみ一
申しあげます

塁~

紘
沁
文
幟
（
郷
）
滞
瀬

川
川
キ
サ
（
剛
）
涛
良
巾

太
川
猯
（
“
）
海
良
巾

木
村
忠
次
郎
（
絹
）
川
倉

永
村
沽
一
郎
（
郡
）
端
瀬

、
川
罫
之
侭
（
㈱
）
人
蝋
丘

（
し
川
岫
川
・
分
）

川
川
与
一
郎
（
伽
）
海
良
巾

川
牒
新
太
郎
（
万
）
洋
良
巾

：
Ｉ
外
皇
（
小
）
灘
良
巾

卜
岐
友
作
（
糊
）
斑
潮

外
岫
勝
一
（
錦
）
斑
瀬

好
例
と
め
（
師
）
余
水

仲
〃
チ
ョ
エ
（
幅
）
金
水

角
川
映
定
（
鋤
）
余
水

仙
癖
砺
と
古
（
塑
奔
良
巾

（
鋤
州
た
鋤
叫
一
北
に
咋
訓
巾
耐

（
岬
州
謎
鋤
一
岼
継
州
一
絲
榊

（
榊
州
僻
州
一
岬
“
一
幟
畔

一
〈
典
樋
）
巾
叩

（
誇
川
〃
ｆ
（
耶
術
）
涛
良
巾

（
糾
繊
纐
一
鋼
榊

（
Ⅷ
脚
力
柿
黙
座
“
岬
一
仙
郷
函

へ
金
剛
勝
広
（
忠
八
郎
）
弘
前

一
雌
尼
時
ｆ
（
諜
代
化
”
）
騰
技

へ
伸
力
吠
庭
（
と
み
皇
邪
纐

一
眺
々
水
心
腓
（
忠
辿
）
叩
″

あ
す
な
る
剛
体
も
無
伽
終
ｒ

し
、
淋
幌
平
岬
は
収
繩
の
典
以

中
。
今
年
は
Ｍ
尺
が
続
い
て
い

る
の
で
、
脱
般
も
例
年
上
り
ｊ

く
終
り
そ
う
。
Ｈ
・
５
唯
降
水

、
ｏ
ｊ
ｆ
■
‐
■
１

Ｗ
で
心
配
さ
れ
た
稲
咄
爪
そ
う

に
他
を
砿
れ
、
腱
家
の
人
た
ち

も
礎
航
を
か
く
せ
な
い
よ
う
寸

で
仙
州
を
し
て
い
ま
す
。

沸
幌
特
打
ｗ
か
ら
焼
き
ｘ
モ

ヅ
ゲ
が
洲
え
て
い
く
こ
ろ
に
は

伽
・
・
Ｋ
求
士
Ⅱ
京

１
狸
〃
ｌ
‐
ｌ
ｆ
ぎ
な
ど
に
い
く
人

が
、
家
族
や
ふ
る
さ
と
に
別
れ

を
竹
げ
て
郁
食
へ
川
て
い
き
喪

一
○

寸

紅
帷
し
た
木
々
に
川
主
れ
た

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
。

川
が
流
れ
、
勺
や
け
の
中
に

赤
と
ん
ぼ
が
唯
び
炎
う
み
る
さ

‐
ン
」
◎

き
の
こ
、
く
り
、
か
ぼ
ち
ゃ

味
地
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
ふ
る

さ
と
。こ

の
ふ
る
さ
と
に
希
が
無
い

降
り
る
の
も
、
そ
う
速
く
あ
り

ま
せ
ん
。
川
稼
ぎ
に
行
く
人
は

く
れ
ぐ
れ
も
体
を
大
切
に
．
：
…

、
”
。
ｐ
・
勺
Ｔ
１
１
Ｊ
。

も
う
、
ｈ
く
つ
れ
る
と
才
‐
Ⅱ
ｊ
～

~

（6）


